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山地災害防止
キャンペーン

◎山地災害防止キャンペーン

　

我
が
国
で
は
毎
年
約
２
０
０
０
カ
所
（
平
成
18
年
〜
平
成
22
年
の

５
カ
年
の
平
均
）
も
の
山
地
災
害
が
発
生
し
、
多
く
の
被
害
を
も
た

ら
し
て
い
ま
す
。

　

林
野
庁
で
は
毎
年
、
梅
雨
入
り
を
迎
え
る
こ
の
時
期
に
、
国
民
の

皆
様
に
山
地
災
害
防
止
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、危
機
管
理
体
制
を
強
化
す
る
た
め
「
山
地
災
害
防
止
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

山
地
災
害
の
多
い
日
本

　

日
本
の
国
土
は
、
険
し
い
山
が
続
く
複

雑
な
地
形
で
、
川
幅
が
狭
く
、
急
流
も

多
い
た
め
、
山
く
ず
れ
や
土
石
流
、
地

す
べ
り
な
ど
の
山
地
災
害
の
危
険
性
を

常
に
抱
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
年
間
降
雨
量
が
１
７
０
０
ミ

リ（
世
界
平
均
の
約
２
倍
）と
多
く
、
特
に
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公用車で山地災害防止キャンペーンをPR山地防災ヘルパー研修会の様子
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梅
雨
期
や
台
風
の
時
期
等
に
は
、
局
地

的
な
集
中
豪
雨
に
よ
り
、
大
き
な
災
害

が
起
き
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
近
年
で
は

地
球
温
暖
化
等
の
影
響
も
あ
り
、
梅
雨

期
や
台
風
の
時
期
以
外
で
も
、
集
中
豪

雨
の
発
生
す
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
お
り
、

今
年
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
地
盤
が

緩
ん
で
い
る
地
域
等
は
、
甚
大
な
被
害

の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

裏
山
が
崩
れ
る
な
ど
、
山
地
災
害
は
突

発
的
に
起
こ
り
ま
す
。
日
本
で
暮
ら
し
て

い
る
私
た
ち
は
、
常
に
危
険
と
隣
り
合

わ
せ
で
暮
ら
し
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
、

日
頃
か
ら
災
害
に
備
え
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

林
野
庁
で
は
、
国
民
に
山
地
災
害
に
対

す
る
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
く
目
的
で
、

毎
年
梅
雨
の
は
じ
ま
る
こ
の
時
期
に
「
山

地
災
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
５
月
20
日（
金
）〜
６
月
30
日

（
木
）ま
で
、
山
地
災
害
を
少
し
で
も
軽
減

さ
せ
る
た
め
に
各
都
道
府
県
お
よ
び
市

町
村
と
連
携
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に

取
り
組
む
予
定
で
す
。

主
な
活
動

　
「
山
地
災
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
で

は
、
山
地
災
害
に
対
す
る
危
機
管
理
体

制
を
強
化
す
る
た
め
に
地
域
住
民
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、
山
地
防
災
に
関
す
る

情
報
の
収
集
や
地
域
住
民
等
へ
の
周
知
、

避
難
体
制
の
確
認
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
行
い
ま
す
。

　

今
年
の
山
地
災
害
防
止
標
語
は
「
人
ご

と
と　

思
わ
ず
活
か
そ
う　

よ
そ
の
災

害
」で
す
。
各
都
道
府
県
や
市
町
村
で
は
、

広
報
活
動
の
一
環
と
し
て
地
域
住
民
に

向
け
て
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ポ
ス
タ
ー
や

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
使
っ

て
告
知
を
行
う
と
と
も
に
、
治
山
事
業
施

行
地
の
見
学
会
等
を
開
催
し
、
治
山
事

業
の
重
要
性
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
防

災
意
識
の
普
及
・
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
保
安
林
の
機
能
を
損
う
無
断

転
用
等
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
保

安
林
制
度
の
周
知
や
保
安
林
の
巡
視
の

実
施
な
ど
、
適
切
な
管
理
に
努
め
ま
す
。

山
地
災
害
危
険
地
区
等
の
周
知

　

山
地
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め

に
は
、
日
頃
か
ら
地
域
住
民
が
、
身
近

で
山
く
ず
れ
・
土
石
流
・
地
す
べ
り
な

ど
の
起
こ
り
や
す
い
場
所
や
、
台
風
や

大
雨
の
時
に
避
難
す
る
場
所
を
知
っ
て

お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

各
都
道
府
県
等
で
は
、
山
地
災
害
の
発

生
の
お
そ
れ
の
あ
る
箇
所
を「
山
地
災
害

危
険
地
区
」
と
し
て
把
握
し
、
こ
の
情
報

地域住民が山腹崩壊地を見学 山地防災ヘルパーによる治山施設の点検

を
避
難
場
所
な
ど
の
防
災
情
報
と
と
も

に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
防
災
マ
ッ
プ
に
掲

載
し
、
地
域
の
住
民
が
防
災
活
動
や
避
難

に
役
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
「
山
地
災
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
で

は
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
よ
り
普
及
さ
せ
る

と
と
も
に
、
災
害
発
生
時
の
警
戒
避
難
体

制
の
整
備
に
寄
与
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。

山
地
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
等
の
実
施

　

山
地
災
害
か
ら
暮
ら
し
を
守
る
た
め

に
は
、
日
頃
か
ら
山
地
災
害
の
発
生
の
お

そ
れ
の
あ
る
箇
所
を
把
握
し
、
そ
の
情
報

を
元
に
適
切
な
対
策
を
立
て
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
そ
の
た
め
、
治
山
事
業
の

経
験
者
や
市
町
村
職
員
等
を
中
心
と
し

た
山
地
防
災
ヘ
ル
パ
ー
が
地
域
住
民
や

災
害
時
要
援
護
者
関
連
施
設
の
管
理
者

と
も
連
携
を
図
り
、
山
地
防
災
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
山
地
防
災
ヘ
ル
パ
ー
を
対
象

と
し
た
研
修
会
等
も
実
施
し
、
ヘ
ル
パ
ー

自
身
の
知
識
の
向
上
や
日
頃
か
ら
の
点

検
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
関
係

者
に
よ
る
活
動
の
積
み
重
ね
が
、
大
き

な
被
害
の
予
防
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と

考
え
て
い
ま
す
。


